
来
者
の
群
像
　
大
江
満
雄
と
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
詩
人
た
ち
　
　
目
次



　
　
　
　
は
じ
め
に
　
　

8

第
一
章
　『い
の
ち
の
芽
』
の
あ
と
さ
き	

15

　
　
　
　多
磨
全
生
園
　山
下
道
輔
さ
ん
、
国
本
衛
さ
ん

『
い
の
ち
の
芽
』
に
い
た
る
ま
で—

園
内
文
芸
運
動
の
隆
盛
／
理
解
者
を
つ
く
ろ
う
／
ら

い
は
ア
ジ
ア
／
ら
い
予
防
法
の
廃
止
と
違
憲
国
賠
訴
訟

第
二
章
　教
養
講
座
の
こ
ろ	

41

　
　
　
　
栗
生
楽
泉
園
　谺
雄
二
さ
ん
、
越
一
人
さ
ん

　
　
　
　松
丘
保
養
園
　福
島
政
美
さ
ん

初
対
面
、
そ
の
と
き
の
思
い
出
／
『
高
原
』
の
詩
の
選
者
と
し
て
／
教
養
講
座
を
つ
く
る
／

時
代
の
変
化
と
と
も
に
／
詩
作
を
超
え
た
活
動
の
ひ
ろ
が
り

第
三
章
　「交む

す
び流
の
家
」
に
こ
め
た
夢	

65

　
　
　
　栗
生
楽
泉
園
　コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ト
ロ
チ
ェ
フ
さ
ん

数
奇
な
生
い
立
ち
／
第
一
詩
集
『
ぼ
く
の
ロ
シ
ア
』
刊
行
／
回
復
者
を
社
会
へ
／
つ
き
あ
い

を
広
げ
る
旅

第
四
章
　楽
団
「
青
い
鳥
」
と
と
も
に	

87

　
　
　
　長
島
愛
生
園
　森
中
正
光
さ
ん
、
河
田
正
志
さ
ん
、
近
藤
宏
一
さ
ん

戦
後
ハ
ン
セ
ン
病
文
学
に
お
け
る
「
芽
生
え
」
／
点
字
を
舌
で
読
む
／
光
田
健
輔
の
評
価
を

め
ぐ
っ
て
／
島
を
渡
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色

第
五
章
　私
を
立
ち
上
が
ら
せ
た
も
の	

109

　
　
　
　邑
久
光
明
園
　中
山
秋
夫
さ
ん
、
千
島
染
太
郎
さ
ん

『
い
の
ち
の
芽
』
参
加
者
の
印
象
／
戦
時
以
来
の
悪
弊
と
の
闘
い
／
詩
の
選
者
を
永
瀬
清
子

に
／
天
使
と
サ
タ
ン
の
詩
論—

第
一
合
同
詩
集
『
光
の
杖
』
／
個
々
の
顔
を
社
会
に
向
け

て—

第
二
合
同
詩
集
『
こ
だ
ま
』
／
時
流
の
中
で—

堂
崎
し
げ
る
さ
ん
の
嘆
息
／
「
無

償
の
句
集
」
の
発
掘
に
取
り
組
む
／
裁
判
に
立
ち
上
が
る

第
六
章
　語
ら
れ
な
い
体
験
を
詩
に
託
し
て	

139

　
　
　
　大
島
青
松
園
　中
石
と
し
お
さ
ん
、
塔
和
子
さ
ん

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
島
の
療
養
所
／
戦
時
か
ら
戦
後
へ
の
文
芸
活
動
／
大
江
満
雄
の
青
松
園

訪
問
／
『
青
松
』
第
一
〇
〇
号
記
念
の
詩
の
選
評
／
塔
和
子
さ
ん
の
登
場
／
記
録
す
る
こ
と

—

『
青
松
』
編
集
長
と
し
て



　
　
　
　
は
じ
め
に
　
　

8

第
一
章
　『い
の
ち
の
芽
』
の
あ
と
さ
き	

15

　
　
　
　多
磨
全
生
園
　山
下
道
輔
さ
ん
、
国
本
衛
さ
ん

『
い
の
ち
の
芽
』
に
い
た
る
ま
で—

園
内
文
芸
運
動
の
隆
盛
／
理
解
者
を
つ
く
ろ
う
／
ら

い
は
ア
ジ
ア
／
ら
い
予
防
法
の
廃
止
と
違
憲
国
賠
訴
訟

第
二
章
　教
養
講
座
の
こ
ろ	

41

　
　
　
　
栗
生
楽
泉
園
　谺
雄
二
さ
ん
、
越
一
人
さ
ん

　
　
　
　松
丘
保
養
園
　福
島
政
美
さ
ん

初
対
面
、
そ
の
と
き
の
思
い
出
／
『
高
原
』
の
詩
の
選
者
と
し
て
／
教
養
講
座
を
つ
く
る
／

時
代
の
変
化
と
と
も
に
／
詩
作
を
超
え
た
活
動
の
ひ
ろ
が
り

第
三
章
　「交む

す
び流
の
家
」
に
こ
め
た
夢	

65

　
　
　
　栗
生
楽
泉
園
　コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ト
ロ
チ
ェ
フ
さ
ん

数
奇
な
生
い
立
ち
／
第
一
詩
集
『
ぼ
く
の
ロ
シ
ア
』
刊
行
／
回
復
者
を
社
会
へ
／
つ
き
あ
い

を
広
げ
る
旅

第
四
章
　楽
団
「
青
い
鳥
」
と
と
も
に	

87

　
　
　
　長
島
愛
生
園
　森
中
正
光
さ
ん
、
河
田
正
志
さ
ん
、
近
藤
宏
一
さ
ん

戦
後
ハ
ン
セ
ン
病
文
学
に
お
け
る
「
芽
生
え
」
／
点
字
を
舌
で
読
む
／
光
田
健
輔
の
評
価
を

め
ぐ
っ
て
／
島
を
渡
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色

第
五
章
　私
を
立
ち
上
が
ら
せ
た
も
の	

109

　
　
　
　邑
久
光
明
園
　中
山
秋
夫
さ
ん
、
千
島
染
太
郎
さ
ん

『
い
の
ち
の
芽
』
参
加
者
の
印
象
／
戦
時
以
来
の
悪
弊
と
の
闘
い
／
詩
の
選
者
を
永
瀬
清
子

に
／
天
使
と
サ
タ
ン
の
詩
論—

第
一
合
同
詩
集
『
光
の
杖
』
／
個
々
の
顔
を
社
会
に
向
け

て—
第
二
合
同
詩
集
『
こ
だ
ま
』
／
時
流
の
中
で—

堂
崎
し
げ
る
さ
ん
の
嘆
息
／
「
無

償
の
句
集
」
の
発
掘
に
取
り
組
む
／
裁
判
に
立
ち
上
が
る

第
六
章
　語
ら
れ
な
い
体
験
を
詩
に
託
し
て	

139

　
　
　
　大
島
青
松
園
　中
石
と
し
お
さ
ん
、
塔
和
子
さ
ん

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
島
の
療
養
所
／
戦
時
か
ら
戦
後
へ
の
文
芸
活
動
／
大
江
満
雄
の
青
松
園

訪
問
／
『
青
松
』
第
一
〇
〇
号
記
念
の
詩
の
選
評
／
塔
和
子
さ
ん
の
登
場
／
記
録
す
る
こ
と

—

『
青
松
』
編
集
長
と
し
て



 

159

 

183

 

207

—

—
—

　
　
　
　
大
江
満
雄
と
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
詩
人
た
ち
に
関
す
る
年
譜
　
　
229

　
　
　
　
参
考
文
献
　
　
232

　
　
　
　
人
名
索
引
　
　
245

　
　
　
　
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
一
覧
　
　
247

　
　
　
　
あ
と
が
き
　
　
248



 

159

 

183

 

207

—

—
—

　
　
　
　
大
江
満
雄
と
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
詩
人
た
ち
に
関
す
る
年
譜
　
　
229

　
　
　
　
参
考
文
献
　
　
232

　
　
　
　
人
名
索
引
　
　
245

　
　
　
　
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
一
覧
　
　
247

　
　
　
　
あ
と
が
き
　
　
248



8

　
は
じ
め
に

詩
人
・
大
江
満
雄
に
は
、
生
前
、
二
度
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

一
九
八
六
年
秋
、
東
京
宿す

く
も毛

会
と
い
う
東
京
近
辺
に
在
住
す
る
高
知
県
宿
毛
市
出
身
者
の
集
ま

り
の
席
上
だ
っ
た
。
私
は
中
学
三
年
生
。
ス
ー
ツ
で
盛
装
す
る
参
加
者
が
多
い
な
か
で
、
大
江
は

つ
な
ぎ
の
ジ
ー
ン
ズ
に
ベ
レ
ー
帽
と
い
う
ひ
と
き
わ
目
立
つ
特
異
な
姿
で
あ
っ
た
。

会
釈
を
す
る
と
、
こ
ち
ら
が
相あ

い
づ
ち槌
を
打
つ
間
も
な
い
ほ
ど
の
饒
じ
よ
う
舌ぜ
つ
で
話
し
か
け
て
き
た
。
相
手

が
中
学
生
だ
か
ら
と
話
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
真
剣
に
語
り
た
い
こ
と
を
、

そ
の
ま
ま
熱
っ
ぽ
く
ぶ
つ
け
て
く
る
。
そ
れ
が
果
て
し
な
く
つ
づ
く
。
そ
ん
な
話
し
方
だ
っ
た
。

そ
の
と
き
大
江
は
、
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
雑
誌
に
文
章
を
書
い
た
か
ら
読
ん
で
く
だ
さ
い
と
、

『
白
い
椅
子
』
と
い
う
雑
誌
を
手
渡
し
て
く
れ
た
。
特
集
タ
イ
ト
ル
は
、「
老
人
の
性
」。
そ
し
て
、

大
江
が
寄
稿
し
た
文
章
は
「
結
婚
と
は
何
か
―
友
愛
と
性
愛
に
つ
い
て
」。
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

9

はじめに

所
に
暮
ら
す
女
性
と
の
対
話
か
ら
な
る
一
文
で
、
性
愛
を
超
え
た
友
愛
は
可
能
か
、
そ
ん
な
主
題

の
文
章
だ
っ
た
。
中
学
生
に
読
ま
せ
る
よ
う
な
内
容
で
は
な
い
と
、
普
通
の
大
人
だ
っ
た
ら
、
そ

う
考
え
る
だ
ろ
う
。

初
対
面
の
や
り
と
り
は
、
中
学
生
の
私
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
。
私
を
子
ど
も
扱
い
せ
ず
、

一
人
前
の
人
間
と
し
て
誠
実
に
接
し
て
く
れ
た
初
め
て
の
大
人
が
、
大
江
満
雄
だ
っ
た
の
だ
。

大
江
と
の
二
度
目
の
対
面
も
、
翌
年
の
東
京
宿
毛
会
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
大
江
は
足
を
悪
く

し
て
長
く
立
っ
て
い
る
の
が
つ
ら
い
か
ら
と
、
す
ぐ
に
中
座
し
て
し
ま
っ
た
。
足
を
引
き
ず
り
、

杖
に
し
が
み
つ
く
よ
う
な
後
ろ
姿
を
見
送
っ
た
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
私
に
と
っ
て
大

江
と
の
最
後
と
な
っ
た
。
饒
舌
と
静せ

い
ひ
つ謐

。
対
照
的
な
詩
人
の
姿
が
記
憶
に
残
る
。

大
江
満
雄
は
、
一
九
〇
六
年
、
高
知
県
幡は

多た

郡
奥お
く
う
ち内
村
泊と
ま
り
う
ら
浦
（
現
・
大
月
町
）
に
生
ま
れ
た
。

父
の
影
響
で
少
年
時
代
よ
り
教
会
に
通
い
、
キ
リ
ス
ト
教
は
終
生
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。

一
五
歳
の
と
き
、
大
水
害
が
故
郷
を
襲
い
、
一
家
離
散
。
父
と
と
も
に
上
京
す
る
が
、
父
は
急
逝
。

石
版
技
術
を
学
び
な
が
ら
詩
人
・
生い

く
た田
春し
ゆ
ん
げ
つ
月
の
同
人
詩
誌
で
詩
作
を
始
め
る
。

や
が
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
運
動
が
盛
ん
に
な
る
と
、
そ
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
る
。
キ
リ
ス

ト
教
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
を
い
か
に
統
一
さ
せ
る
か
が
、
大
江
の
詩
の
主
題
と
な
っ
た
。
治
安
維

持
法
に
よ
る
二
度
の
検
挙
の
の
ち
、
獄
中
で
転
向
。
戦
争
詩
を
書
く
よ
う
に
な
る
。
戦
後
は
対
話
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はじめに

的
精
神
に
満
ち
た
抒
情
的
思
想
詩
の
世
界
を
展
開
し
た
。

一
九
九
一
年
一
〇
月
、
大
江
の
訃
報
を
新
聞
で
知
り
、
信
濃
町
の
千せ

ん
に
ち
だ
に

日
谷
会
堂
で
お
こ
な
わ
れ

た
お
別
れ
会
に
出
か
け
た
。
当
時
、
大
江
の
作
品
は
す
べ
て
絶
版
で
入
手
す
る
こ
と
は
不
可
能
と

な
っ
て
い
た
。
大
江
満
雄
の
著
作
集
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
お
別
れ

の
言
葉
を
述
べ
た
哲
学
者
の
鶴
見
俊
輔
氏
に
、
私
は
相
談
の
手
紙
を
書
き
、
編
集
委
員
に
詩
人
の

森
田
進
氏
、
渋
谷
直
人
氏
ら
を
迎
え
て
『
大
江
満
雄
集
　
詩
と
評
論
』
全
二
巻
（
思
想
の
科
学
社
、

一
九
九
六
年
）
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

編
集
作
業
の
な
か
で
、
大
江
が
戦
後
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
詩
人
た
ち
と
交
流
を
つ
づ
け
た

事
実
を
知
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
と
は
、
か
つ
て
日
本
で
は
「
癩ら

い
」
と
呼
ば
れ
た
、
ら
い
菌
に
よ
る
感
染
症
で
あ
る
。

菌
の
発
見
者
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
医
師
ハ
ン
セ
ン
の
名
を
と
っ
て
、
現
在
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

き
わ
め
て
弱
い
感
染
力
し
か
な
く
、
乳
幼
児
期
に
感
染
者
と
濃
厚
接
触
し
な
け
れ
ば
感
染
し
な

い
。
成
人
し
て
普
通
の
免
疫
力
が
あ
れ
ば
、
感
染
は
起
こ
ら
な
い
。
現
在
は
多
剤
併
用
療
法
に
よ

っ
て
全
治
す
る
。

特
効
薬
が
日
本
で
使
わ
れ
た
の
は
戦
後
か
ら
で
あ
り
、
戦
前
ま
で
は
不
治
の
病
で
あ
っ
た
。
手

足
の
指
先
や
顔
面
の
神
経
が
麻ま
　ひ
　
痺
し
、
変
形
が
起
こ
る
。
後
遺
症
が
目
に
見
え
る
場
所
に
出
る
た

め
、
差
別
の
対
象
と
な
っ
た
。
世
間
で
暮
ら
し
て
ゆ
く
こ
と
が
困
難
な
患
者
に
は
、
物
乞
い
や
浮

浪
者
と
な
る
者
が
多
か
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
法
律
は
、
一
九
〇
七（
明
治
四
〇
）年
制
定
の
「
癩
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」
が

最
初
で
あ
る
。
こ
れ
は
浮
浪
者
の
な
か
に
含
ま
れ
る
病
者
を
取
り
締
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
病
者

が
人
目
に
つ
く
場
所
を
自
由
に
歩
き
回
る
こ
と
は
、「
文
明
国
」
の
恥
と
さ
れ
た
の
だ
。

一
九
三
一（
昭
和
六
）年
制
定
の
「
癩
予
防
法
」、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
在
宅
を
含
む
全
患
者
が
対

象
と
さ
れ
、
全
国
に
で
き
た
療
養
所
に
根
こ
そ
ぎ
収
容
す
る
「
絶
対
隔
離
政
策
」
が
と
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
在
宅
通
院
治
療
を
唱
え
る
医
師
も
い
た
が
、
社
会
防
衛
が
優
先
さ
れ
た
。
当
時
の

都
道
府
県
で
は
、
県
内
か
ら
患
者
を
一
掃
し
よ
う
と
「
無
癩
県
運
動
」
が
推
進
さ
れ
た
り
も
し
た
。

一
九
五
三
年
、
戦
後
の
新
憲
法
の
も
と
、
戦
前
の
「
癩
予
防
法
」
が
絶
対
隔
離
政
策
は
そ
の
ま

ま
に
、「
ら
い
予
防
法
」
と
な
っ
て
存
続
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
全
国
の
療
養
所
の
入

所
者
か
ら
い
っ
せ
い
に
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
「
ら
い
予
防
法
闘
争
」
と
呼
ば
れ
た
。

し
か
し
、
患
者
側
の
運
動
の
甲か

斐い

な
く
、
同
年
、
同
法
は
公
布
さ
れ
た
。

一
九
九
六
年
三
月
に
ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
入
所
し
て
も
退
所
の
規
定
は
な
く
、

子
孫
を
残
す
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
園
内
で
の
結
婚
の
条
件
と
し
て
断
種
手
術
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

終
身
強
制
隔
離
・
患
者
絶
滅
政
策
が
存
続
し
た
の
だ
っ
た
。
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現
在
、
日
本
で
は
新
規
患
者
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
が
、
社
会
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

全
国
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
一
三
施
設
で
暮
ら
す
元
患
者
は
一
七
一
八
人
、
平
均
年
齢
は
八

三
・
九
歳
（
二
〇
一
五
年
五
月
現
在
、
厚
生
労
働
省
）。
世
界
で
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
南
米
を
中

心
に
、
年
間
約
二
二
・
八
万
人
（
二
〇
一
〇
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
新
規
患
者
が
い
る
。

大
江
が
ハ
ン
セ
ン
病
者
と
出
会
っ
た
の
は
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
だ
っ
た
。
厚
生
省
（
現
・
厚
生

労
働
省
）
で
『
療
養
文
芸
』
と
い
う
国
立
療
養
所
の
患
者
の
文
芸
作
品
を
出
版
す
る
計
画
が
あ
り
、

応
募
さ
れ
た
作
品
を
見
て
感
動
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
司

令
部
）
の
反
対
に
よ
っ
て
『
療
養
文
芸
』
出
版
が
頓
挫
し
た
た
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
入
所

者
の
詩
作
品
を
引
き
取
っ
て
、
大
江
が
独
力
で
出
版
の
計
画
を
進
め
た
。

療
養
所
の
文
芸
活
動
と
い
え
ば
、
戦
前
か
ら
北
條
民
雄
（
一
九
一
四
〜
一
九
三
七
年
）
の
小
説

「
い
の
ち
の
初
夜
」（『
文
學
界
』
一
九
三
六
年
二
月
号
）
や
、
明
石
海
人
（
一
九
〇
一
〜
一
九
三
九
年
）

の
歌
集
『
白
描
』（
改
造
社
、
一
九
三
九
年
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
の
文
芸
作
品
は
、

不
治
の
時
代
を
反
映
し
て
か
、
自
殺
を
肯
定
し
た
り
、
す
す
り
泣
き
に
よ
っ
て
内
向
す
る
人
物
が

登
場
す
る
。
し
か
し
、
大
江
が
接
し
た
戦
後
の
詩
人
た
ち
は
、
病
気
が
全
快
す
る
時
代
に
生
き
、

年
齢
も
二
〇
〜
三
〇
代
と
若
く
、
明
る
く
対
話
的
で
あ
っ
た
。

彼
ら
の
詩
作
品
は
、
ら
い
予
防
法
闘
争
の
さ
な
か
、『
日
本
ラ
イ
・
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
詩
集
　

13

はじめに

い
の
ち
の
芽
』（
三
一
書
房
、
一
九
五
三
年
）
と
題
す
る
七
三
人
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
大
江

の
編
集
・
解
説
に
よ
っ
て
世
に
送
り
出
さ
れ
た
。

『
大
江
満
雄
集
　
詩
と
評
論
』
を
刊
行
し
た
一
九
九
六
年
は
、
ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
た
年
と

重
な
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、『
い
の
ち
の
芽
』
に
詩
を
寄
せ
た
詩
人
た
ち
を
全
国
の
療
養
所

に
訪
ね
、
大
江
と
の
あ
い
だ
に
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
の
か
、
話
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
い
立
ち
、
全
国
へ
の
旅
が
始
ま
っ
た
。

本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
来
者
」
と
は
、
大
江
の
造
語
で
あ
る
。
過
去
に
負
の
存
在
と
さ
れ

た
「
癩
者
」
を
、
私
た
ち
に
未
来
を
啓
示
す
る
「
来
る
べ
き
者
」
と
考
え
た
の
だ
。

本
書
は
、
大
江
満
雄
と
詩
作
を
共
に
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
生
存
者
を
め
ぐ
る
探
訪
記
で

あ
る
と
と
も
に
、
詩
人
に
よ
っ
て
「
来
る
べ
き
者
」
と
呼
ば
れ
た
人
び
と
が
語
る
、
知
ら
れ
ざ
る

戦
後
史
、
文
学
史
、
社
会
運
動
史
で
あ
る
。

な
お
、
詩
な
ど
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
適
宜
ル
ビ
を
付

し
た
。
本
文
中
の
〔
　
〕
は
筆
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
と
く
に
断
り

が
な
い
か
ぎ
り
、
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。



12

現
在
、
日
本
で
は
新
規
患
者
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
が
、
社
会
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

全
国
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
一
三
施
設
で
暮
ら
す
元
患
者
は
一
七
一
八
人
、
平
均
年
齢
は
八

三
・
九
歳
（
二
〇
一
五
年
五
月
現
在
、
厚
生
労
働
省
）。
世
界
で
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
南
米
を
中

心
に
、
年
間
約
二
二
・
八
万
人
（
二
〇
一
〇
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
新
規
患
者
が
い
る
。

大
江
が
ハ
ン
セ
ン
病
者
と
出
会
っ
た
の
は
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
だ
っ
た
。
厚
生
省
（
現
・
厚
生

労
働
省
）
で
『
療
養
文
芸
』
と
い
う
国
立
療
養
所
の
患
者
の
文
芸
作
品
を
出
版
す
る
計
画
が
あ
り
、

応
募
さ
れ
た
作
品
を
見
て
感
動
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
司

令
部
）
の
反
対
に
よ
っ
て
『
療
養
文
芸
』
出
版
が
頓
挫
し
た
た
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
入
所

者
の
詩
作
品
を
引
き
取
っ
て
、
大
江
が
独
力
で
出
版
の
計
画
を
進
め
た
。

療
養
所
の
文
芸
活
動
と
い
え
ば
、
戦
前
か
ら
北
條
民
雄
（
一
九
一
四
〜
一
九
三
七
年
）
の
小
説

「
い
の
ち
の
初
夜
」（『
文
學
界
』
一
九
三
六
年
二
月
号
）
や
、
明
石
海
人
（
一
九
〇
一
〜
一
九
三
九
年
）

の
歌
集
『
白
描
』（
改
造
社
、
一
九
三
九
年
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
の
文
芸
作
品
は
、

不
治
の
時
代
を
反
映
し
て
か
、
自
殺
を
肯
定
し
た
り
、
す
す
り
泣
き
に
よ
っ
て
内
向
す
る
人
物
が

登
場
す
る
。
し
か
し
、
大
江
が
接
し
た
戦
後
の
詩
人
た
ち
は
、
病
気
が
全
快
す
る
時
代
に
生
き
、

年
齢
も
二
〇
〜
三
〇
代
と
若
く
、
明
る
く
対
話
的
で
あ
っ
た
。

彼
ら
の
詩
作
品
は
、
ら
い
予
防
法
闘
争
の
さ
な
か
、『
日
本
ラ
イ
・
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
詩
集
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はじめに

い
の
ち
の
芽
』（
三
一
書
房
、
一
九
五
三
年
）
と
題
す
る
七
三
人
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
大
江

の
編
集
・
解
説
に
よ
っ
て
世
に
送
り
出
さ
れ
た
。

『
大
江
満
雄
集
　
詩
と
評
論
』
を
刊
行
し
た
一
九
九
六
年
は
、
ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
た
年
と

重
な
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、『
い
の
ち
の
芽
』
に
詩
を
寄
せ
た
詩
人
た
ち
を
全
国
の
療
養
所

に
訪
ね
、
大
江
と
の
あ
い
だ
に
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
の
か
、
話
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
い
立
ち
、
全
国
へ
の
旅
が
始
ま
っ
た
。

本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
来
者
」
と
は
、
大
江
の
造
語
で
あ
る
。
過
去
に
負
の
存
在
と
さ
れ

た
「
癩
者
」
を
、
私
た
ち
に
未
来
を
啓
示
す
る
「
来
る
べ
き
者
」
と
考
え
た
の
だ
。

本
書
は
、
大
江
満
雄
と
詩
作
を
共
に
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
生
存
者
を
め
ぐ
る
探
訪
記
で

あ
る
と
と
も
に
、
詩
人
に
よ
っ
て
「
来
る
べ
き
者
」
と
呼
ば
れ
た
人
び
と
が
語
る
、
知
ら
れ
ざ
る

戦
後
史
、
文
学
史
、
社
会
運
動
史
で
あ
る
。

な
お
、
詩
な
ど
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
適
宜
ル
ビ
を
付

し
た
。
本
文
中
の
〔
　
〕
は
筆
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
と
く
に
断
り

が
な
い
か
ぎ
り
、
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。


